
【尽】「盡」の草書からできた略字だとおもわれる。「盡」に
は横線の数の違いによる異体字、「灬」を横線にする異体字、
「灬」を省略する異体字がある。
【局】「尸+句」の異体字が「局」よりも優勢。
【尿】説文解字では「尾」部に分類されている。

【居】説文解字には3つの字体が載っている。そのうち「足」
に従う字について大徐本と段注本は字体が異なる。段注によ
ればこれは小徐に依るものだという。

尽
盡

局

尿
尾

居

屈

ジン
つかす
つきる
つくす

キョク
つぼね

ニョウ
いばり
ゆばり
しと

ビ
お

キョ
いる
おる

クツ
かがむ
かがめる

常①

人②

教 3常①

常①

常①

教 5常①

常①

居

尾

屈

屈

尿

局

尽

盡
粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

藤原行成

元暦萬葉②

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

雲紙本朗詠

関戸本朗詠

節用

肥後孝子伝

節用

節用

日本永代蔵

節用

算法地方大成

節用

尸 3

皿 9

尸 4

尸 4

尸 4

古文

尸 5

几 2

尸 5

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

漢字要覧

漢字要覧

明治の漢字

明治の漢字〈許容〉

明治の漢字〈標準〉

明治の漢字

陸軍

陸軍

干禄〈俗〉

干禄〈通〉

中国

台湾・香港

中・台・香

中・台・香

中・台・香

中・台・香

中国・台湾

香港

甲骨

甲骨

戦国・金文

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

包山楚簡

郭店楚簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

説文・皿部

説文・口部

説文・尾部

説文・尾部

説文・尸部

説文或体

説文・尸部

段注・尸部

説文・尾部

段注・尾部

馬王堆

居延漢簡

銀雀山竹簡

馬王堆

馬王堆

居延漢簡

馬王堆

馬王堆

史晨前碑

尹宙碑

元嘉画像石

石門頌

曹全碑

石門頌

十七帖

十七帖

唐・書譜

集字聖教序

興福寺断碑

興福寺断碑

爾朱紹墓誌

張猛龍碑

陸紹墓誌

大智度経③

元詮墓誌

寇憑墓誌

孔子廟堂碑

皇甫誕碑

等慈寺碑

九成宮

殷令名・裴鏡民碑

五経・皿部

干禄字書

五経・口部

五経・尸部

五経・尸部

王勃詩序

聾瞽指歸

聾瞽指歸

王勃詩序

光明皇后

琱玉集

聖武天皇雑集

聖武天皇雑集

242 243

音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【尸】尽
3
局
4
尿
4
尾
4
居
5
屈
5

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



【屑】2004年に JIS漢字の例示字体が「屑」から「屑」に変更
された。説文解字の例示字体が不思議。
【屠】2004年に JIS漢字の例示字体が「屠」から「屠」に変更
された。

届
屆

屋

屍
屑

展

屠
屡
屢

カイ
とどける
とどく

オク
や

シ
しかばね

セツ
くず

テン
のべる
ひろげる

ト
ほふる

ル
しばしば

教 6常①

②

教 3常①

①

人①

教 6常①

①

①

③

届

屠屠

屋

展

展

屑

屑屑

屢

屢

屆屆

尸屍屍

屡

尊円親王

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

元暦萬葉②

性霊集

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

色紙法華経⑧

節用

節用

節用

節用

開花一寸用文

尺牘楷梯

節用

尸 5

尸 6

古文

尸 6

尸 7

尸 7

尸 9

尸 11

古文

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

こころ

坊っちやん

明治の漢字

陸軍

明治の漢字

陸軍

陸軍

字典体

標準体

標準体

中国

香港台湾

中国

中国香港台湾

中国

香港台湾

中国・台湾

香港

中国・台湾香港

中国

香港

台湾

望山楚簡

望山楚簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

説文・尸部

説文・尸部

説文籀文

説文古文

説文・尸部

説文・屍部

説文・尸部

説文・尸部

新附・尸部

居延漢簡

武威漢簡

居延漢簡

敦煌漢簡

居延漢簡

武威漢簡

熹平石経

曹全碑

史晨後碑

西嶽華山廟碑

礼器碑陰

白石神君碑

明治の漢字

淳化閣帖

孝女曹娥碑

元珍墓誌

張猛龍碑

元詮墓誌

元維墓誌

丘哲墓誌

元演墓誌

夏日遊石淙詩

九成宮

道因法師碑

等慈寺碑

九成宮

五経・序

五経・尸〈説文〉

五経・尸〈経典〉

五経・尸部

琱玉集

聾瞽指歸

光明皇后・楽毅論

聖武天皇雑集

聾瞽指歸

244 245

音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【尸】届
5
屋
6
屍
6
屑
7
展
7
屠
9
屡
9

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【屯】1981年（昭和56年）に当用漢字表外から常用漢字表に追加
された。

属
屬

層
層

履

屯

山

ゾク
さかん
つく
やから

ソウ
かさなる

リ
はく
くつ
ふむ

トン
たむろ

サン
やま
せん

教 5常①

②

教 6常①

人③

常①

常①

教 1常①

属

層層

山

山

屬

屬

履

层

屯

屯

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

佚名白詩

元暦萬葉②

天治本催楽抄

元暦萬葉①

元暦萬葉⑫

庭訓往来

女用文章

節用

節用

節用

尸 9

尸 18

尸 12

尸 12

屮 1

山 0

こころ

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

漢字要覧

明治の漢字

陸軍

教科書

陸軍

×

干禄〈通〉 中国

香港

台湾

中国

香港台湾

中国

中国・台湾

香港

中国・台湾

香港

甲骨 金文

郭店楚簡包山楚簡

克鼎

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

戦国・包山楚簡

郭店楚簡

信陽楚墓

包山楚簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

説文・尾部

説文・尸部

説文・履部

説文・古文

説文・屮部

説文・山部

泰山刻石

曹全碑

居延漢簡

馬王堆

居延漢簡

馬王堆

馬王堆

馬王堆

居延漢簡

石門頌

曹全碑

石門頌

曹全碑陰

魯俊碑

祀三公山碑

曹全碑

張遷碑

西嶽華山廟碑

智永千字文

智永千字文

十七帖

王献之

集字聖教序

蘭亭序

高貞碑

孫秋生造像

論経書詩

弔比干墓文

元珍墓誌

弔比干墓文

張猛龍碑

孔子廟堂碑

皇甫誕碑

等慈寺碑

道因法師碑

孔子廟堂碑

九成宮

干禄字書

五経・尸〈説文〉

五経・尸〈経典〉

五経・尸〈説文〉

五経・尸〈経典〉

五経・十部

五経・部首

王勃詩序

聖武天皇雑集

聖武天皇雑集

246 247

音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【尸】属
9
層
11
履
12
【屮】屯

1
【山】山

0

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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代に「岳」の「山」を「止」に誤る例が見える。「山」を「止」
は草書にすると字体が衝突するからだろう。「嶽」の「山」を
下部に移構する異体字があった。
【岸】移構による異体字「㟁」がある。

【岐】2020年に教育漢字の小学4年生に配当された。説文解
字には「支+邑」の字体で邑部にあり、或体として「岐」が
載っている。南北朝期以降に「咎なし点」がついた例がある。
上代から平安にかけて「山」を「止」と間違えた例がある。
漱石の字体の知識には驚愕する。

【岡】2010年（平成22年）に常用漢字表に追加された。
【岳】「嶽」と異体字。漢代の魯俊碑、南北朝期の元継墓誌は
説文の古文に倣った字。五経文字では「岳」を象形、「嶽」を
形声とする。康煕字典には「岳」と「嶽」が別々にあるが、
「嶽」の古文としても「岳」がある。南北朝期、日本の平安時

岐

岡

岳
嶽

岸
㟁

𡶜

キ
えだみち
わかれる

おか
コウ

ガク
たけ

ガン
きし

教 4常①

教 4常①

常①

②

教 3常①

岐

岐

岐

岸

岸

岳

岳

冈

岡

岡

元暦萬葉①

元暦萬葉①

元暦萬葉④

元暦萬葉⑥

尊円親王

尊円親王

元暦萬葉①

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

元暦萬葉⑳

節用

節用

東海道中膝栗毛

節用

節用

東海道中膝栗毛

旅行用心集

山 4

古文

古文

山 5

山 5・古文

山 14

古文

岸 5

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

明治の漢字

陸軍

陸軍

干禄〈通〉

中国

台湾

香港

中国

香港

台湾

中国・台湾

香港

中国・台湾

香港

郭店楚簡

説文・邑部

説文・或体

説文・古文

説文・山部

説文・山部

説文・古文

説文・屵部

西嶽華山廟碑

曹全碑陰

桐柏廟碑

西嶽華山廟碑

曹全碑

魯俊碑

王献之

智永千字文

唐・書譜 集字聖教序

高貞碑

王次妃石婉墓誌

元始和墓誌

元継墓誌

元羽墓誌

鄭羲下碑

爨宝子碑

劉碑造像記

王誦妻元貴妃墓誌

元維墓誌

王訓墓誌

隋・蘇孝慈墓誌

昭仁寺碑

等慈寺碑

孔子廟堂碑

雁塔聖教序

五経・山部

干禄字書

五経・山部

干禄字書

干禄字書

五経・山〈象形〉

五経・山〈形声〉

王勃詩序

聾瞽指歸

王勃詩序

王勃詩序

王勃詩序

聾瞽指歸

聖武天皇雑集

248 249

音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【山】岐
4
岡
5
岳
5
岸
5

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【岩】説文解字には「岩」は掲載されておらず、「嵒」を「山
巖也」、「碞」を「磛碞也」、「巌」を「岸也」とする。正字通
では「岩」を「嵒の俗字」としている。陸軍幼年学校用字便
覧では「岩」などを通用字としながら「いはほトイフニハ巖
ヲ用ヒテ岩ヲ用ヒズ」と注釈を入れている。文部省活字には

「岩」はあるが「巖」はない。
【岱】説文解字の大徐本と段注本では移構（動用字）の関係。
【岬】1981年（昭和56年）に当用漢字表外から常用漢字表に追加
された。

常①国

岩
嵒

嵓

碞

巌

巖

巗

岨
岱

岬
峡
峽

峠

ガン
いわ

ガン
いわお
いわ
けわしい

ガン
ゲン
いわお
いわ
けわしい

ガン
ゲン
いわお
いわ
けわしい

ソ
ショ
そば
そばだつ

タイ

コウ
みさき

キョウ
はざま

とうげ

教 2常①

②

人①

人②

①

①

常①

常①

人②

岩

岩

岬岬岬

岱

岱

峡

峡

峡

岨岨

花園天皇

尊円親王

伝菅原道真

元暦萬葉①

伝藤原行成

伝菅原道真

元暦萬葉②

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

節用

節用

節用

節用

五穀無尽蔵

山 5

山 9

山 9

石 9

山 20

山 5

山 5

山 5

山 7

不録

坊っちやん

こころ

陸軍

陸軍

陸軍

陸軍

×

元・馮子振

中国・台湾

香港

中国・台湾香港

中国・台湾

香港

中国香港台湾

中国

中国・台湾

香港

甲骨 説文不録

説文・山部

説文不録

説文・石部

説文・山部

説文・山部

説文・山部

段注・山部

説文不録

説文不録

説文不録

魯俊碑

西嶽華山廟碑

智永・草書千字文

智永千字文

集字聖教序

元順墓誌

元祐墓誌

張猛龍碑

鄭羲下碑

論経書詩

元遙墓誌

破邪論序

雁塔聖教序

道因法師碑

孟法師碑

五経・山部

伝空海・新撰類林抄

聖武天皇雑集

二荒山碑文

王勃詩序

250 251

音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【山】岩
5
岨
5
岱
5
岬
5
峡
6
峠
6

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作


